
（様式２）

※１～６：所管課記入、７：指定管理者記入、８～９：指定管理者及び所管課記入、10：指定管理者及び所管課記入（実施した場合）

所管部・課 観光スポーツ部スポーツ振興課

指定管理者

１　施設名等

住所 佐久市猿久保165-1

施設名 電話 0267-78-5370

ホームページ https://naganobudokan.com/

２　施設の概要

設置年月 令和２年３月 根拠条例等 長野県立武道館条例

・主道場（柔道又は剣道６面、観客席：1,512席）

・柔道場（剣道３面、観客席：202席）

・剣道場（剣道３面、観客席：202席）

・会議室（大会議室1、小会議室1）

・専用する場合（主道場：4,600円～34,500円、柔・剣道場：1,500円～6,300円、大会議室600円、小会議室400円）

・専用しない場合（大人：150円、小・中学生及び高校生：50円）　※金額はいずれも１時間当たり

開所日 休館日以外の日（休館日：毎月第１及び第３月曜日、12月29日～１月３日の６日間）

開所時間 午前９時～午後９時

３　現指定管理者前の管理運営状況

令和元年度～６年度 指定管理 シンコースポーツ・NTTファシリティーズ共同事業体

令和　年度～　年度 直営・管理委託・指定管理・その他（　　　　　　　　　）

４　報告年度の指定管理者等

指定管理者 シンコースポーツ・NTTファシリティーズ共同事業体 指定期間 令和2年3月1日～令和7年3月31日（5年1か月間）

選定方法 公募（応募者数：４）

５　指定管理料（決算ベース）

※（Ａ）：当該年度、（Ｂ）：前年度（以下同じ）

92,418 千円 千円 千円

６　指定管理者が行う業務

・施設及び設備の維持管理に関する業務

・武道館の利用の許可及び利用料金に関する業務

・上記業務に付帯する業務

７　利用実績等

（１）利用実績【指標：利用者数】 （単位：人、％）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

令和５年度（Ａ） 4,997 7,211 6,238 7,277 5,923 7,260 8,272 8,964 6,802 6,410 6,841 7,819 84,014

令和４年度（Ｂ） 6,706 8,339 7,531 4,882 5,937 8,905 7,836 6,092 5,633 4,963 6,332 7,986 81,142

（Ａ）/（Ｂ） 75 87 83 149 100 82 106 147 121 129 108 98 104

（２）利用料金収入 （単位：千円）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

令和５年度（Ａ） 1,140 1,730 955 1,454 1,906 1,385 1,733 1,929 1,468 1,202 1,839 2,324 19,064

令和４年度（Ｂ） 1,042 1,612 1,206 1,150 1,601 1,330 1,431 1,498 1,618 1,264 1,113 1,995 16,860

（Ａ）/（Ｂ） 109.4 107.3 79.2 126.4 119.1 104.1 121.1 128.8 90.7 95.1 165.2 116.5 113.1

シンコースポーツ・NTTファシリティーズ共同事業体

増減要因等
前年度よりも大規模大会・行事での利用が減少したため貸館による料金収入に大きな増加は得られなかったが、一
方で自主事業による収入が大幅に増加したため。

指定管理者制度導入施設の管理運営状況　【対象年度：令和５年度】

令和５年度（A）

長野県立武道館

令和４年度（B）

増減要因等
新型コロナ5類移行に伴い大会・イベントによる利用数が増加したことと、個人利用および一般団体利用について
も、武道以外（卓球・バドミントン、バレー、ダンス等）での利用が増加したため。

設置目的

施設内容

利用料金

差（A）－（B）

武道その他のスポーツの振興を図るため

期　　間 管　理　形　態 管理受託者又は指定管理者等

増減
理由

原油価格高騰の影響による光熱費高騰分の損失補填分が増加したため

90,558 1,860
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（３）利用料金見直しの状況（前年度と比べて）

見直しの有無

（４）開所日・時間の見直し等の状況（前年度と比べて）

令和５年度（Ａ）：337日 令和５年度（Ａ）：9：00～21：00

　 令和４年度（Ｂ）：336日 令和４年度（Ｂ）：9：00～21：00

（５）サービス向上のため実施した内容

ヨガ教室、ストレッチ、有酸素運動、サーキット運動等の健康増進教室の開催（R5年度参加者のべ3700名）

空きスペースを活用し、簡易運動器具を用いた自社開発運動プログラムの提供

無料で利用できるエリアの開放（キッズコーナー、観客席外周ウォーキングコース、ライブラリーコーナ―、休憩ラウンジ）

（６）その他実施した取組内容

■消火・通報・避難誘導を伴った総合消防訓練の年2回実施。　　■地域貢献として施設周辺道路の清掃活動、毎月の行事予定表を近隣住民への回覧。

■地域住民との施設運営懇談会を開催し、施設運営管理に対する意見聴取。　■全国都道府県立武道館協議会の事業として、なぎなたの錬成大会、

弓道、少林寺拳法の指導者研修会を開催した。　■職員に対する接客対応、応急手当、個人情報保護等の研修を実施し、職員の資質向上に努めている。

（７）利用者の主な声及びその対応状況

■ピラティスや太極拳の教室を開催してほしい　→　インストラクターの募集、照会を行っているが見つからず、近似する内容の教室を新規開設し、対応した。

■バドミントンコートラインを引いてほしい　→　施設の特性上ラインを引くことはできないため、コートマットの購入を検討している。

■自販機の場所が分かりにくい　→　案内標示を増設した。

■スリッパの汚れが気になる　→　汚れ具合の点検、清掃の頻度を増やして対応している。

８　管理運営状況（実施状況及びそれに対する評価を記入） ※項目は施設の状況に応じ加除修正してください。

評価

物品販売（パン、エネルギー補給食品、アイスクリーム、やきいも他食品、長野県お土産品）および卓球・バドミントン・ソフトバレー用具のレンタル

見直した場合はその内容

無

A

開所日数 開所時間

平等な利用の
確保

利用申請等事務手続きおよび利用料金の徴収において、条例、規
則に基づいて適正に行っている。利用機会の平等性、利用の公平
性、不当な差別的取り扱いが無いよう日頃から職員に対し指導・研
修を行っている。

条例、規則、協定等に基づき、平等な利用の確保が
確保されたと認められる。

見直しの有無 見直した場合はその内容

無

項目 指　定　管　理　者 所　　　管　　　課

施設の目的に
沿った管理運
営

武道その他スポーツの振興を図るという目的に沿い、武道大会での
利用予約調整を優先して行いながら、多目的に利用できるホールと
しての側面も活用し、プロレス等の興業やその他のスポーツおよび
学校行事、会合での利用、また県内に限らず県外からの合宿利用に
ついても受け入れ施設の利用促進を図っている。近隣住民や関係
機関とも良好な関係を維持している。

協定書、仕様書に基づき、施設の設置目的に沿った
管理運営が実施されたと認められる。
また、近隣住民や関係機関とも情報提供を密にし、
良好な関係を維持できている。

Ｂ

利用者サービ
ス向上の取組

大会・イベント時における開館時間について、主催者の要望に対し柔
軟に対応している。予約状況をホームページ上で公開し、パソコンや
スマートフォンから施設の空き状況が確認できるようにしている。館
内に利用者アンケート・ご意見用紙を設置するほか、施設ホーム
ページ上からも意見投稿できるフォームを作成し、利用者の意見要
望の把握に努めている。　キャッシュレス決済可能範囲の拡大によ
る利便性向上、職員への接客研修などの実施により資質向上を図っ
た。

利用者の意見・要望の把握に努め、それを踏まえた
サービス向上策を講じていることが認められる。
また、ホームページやＸ（旧Twitter）、インスタグラム
等を随時更新し、大会やイベント情報等を多くの人
に認知していただけるような発信に努めている。

A

光熱費が高騰する中において、館内の空調熱源エ
ネルギー構成の見直しや空調設備の適正な温度管
理より、光熱水費支出を予算比で約43％削減するな
ど、堅実な運営が認められる。

Ｂ

自主事業

食品販売をはじめとした物販取扱い品の拡充、健康増進教室プログ
ラムを昨年度よりも拡充して提供した。また、空手、柔道、剣道、少林
寺拳法の武道教室の開催や地域との交流イベントとして地元団体と
共催でマルシェイベント「ハッピーフェスタ」を開催し、好評を得てい
る。

自主事業収入が昨年度比で約倍増しており、多様な
サービスの提供が着実に進んでいる。

A

職員・管理体制 Ｂ円滑な管理運営が進んでいると認められる。

施設の行事利用予定や季節的な業務量の変動に応じて過不足のな
い適正な人員配置に努めている。2社の共同事業体による施設管
理・運営を行っており、施設運営と設備管理とで役割分担を明確化
するとともに両面での連携を図り、滞りのない体制を構築している。

収支状況

昨年度と比較して主道場を利用する大きな大会やイベントの開催数
が減少し、利用料収入が予算額に達しなかった。支出については、
館内の空調熱源エネルギー構成の見直し、空調設備の適正な温度
管理など光熱費削減に努めた結果、予算よりも圧縮できている。
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＜評価区分＞ Ａ：仕様書等の内容を上回る成果があり、優れた管理運営が行われている。
Ｂ：おおむね仕様書等の内容どおりの成果があり、適正な管理運営が行われている。
Ｃ：仕様書等の内容を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要である。
Ｄ：仕様書等の内容に対し、重大な不適切な事項が認められ改善を要する。

９　施設管理運営の課題

項　目

10　第三者評価で指摘された事項の管理運営等への反映状況（第三者評価実施年度の翌年度以降に記載）

【実施年月日：令和５年12月19日】

・指定管理者は関係法令等を遵守し、平等
な利用の確保に取り組んでいます。引き続
き、平等な利用が確保されるよう、指導、助
言を行っていきます。

管理運営等への反映状況

・地域との連携をより一層強化し、地域に開
かれた教育・文化・スポーツの拠点として住
民の理解が得られる形での施設運営に努
めています。
また、県内武道の普及・振興の中核的役割
を果たすため、利用予約の調整にあたって
は、武道系の行事による利用が確保されや
すいように働きかけるとともに、一方で施設
が十分に活用されるためには、ある程度多
目的アリーナとして利用の門戸を広げる必
要があると考えており、武道の利用機会が
極端に損なわれない程度に双方のバランス
を取りながらの施設運営に努めています。

関係法令を遵守し、実際に利用されるお客
様に対し、利用の平等性・公平性を確保に
つとめています。また、年齢・性別・ハンディ
キャップ・国籍等による差別や使いにくさを
取り除き運営しています。　空き状況につい
ては、館内掲示やウェブサイトへ公開し、利
用促進につなげられるよう取組んでいま
す。

【施設の目的に沿った管理運営】
・施設設置の趣旨に沿った管理運営を実施してお
り、施設利用時の音量基準を設けたり、近隣住民
への行事予定表の回覧、イベント時のゴミ拾いな
ど、地域との関係を良好に保つ努力がなされてい
る。

・国の施策により部活動の地域移行が進められて
いる中で、利用予約・減免等の観点で配慮が必要
となると考えられる。

・施設の利用目的に沿って武道を中心にしたイベン
トを中心に、また可能な範囲で多目的な利用手段を
模索するなども考慮されており、適切に管理運営が
なされている。

・学校部活動関連の大会については、利用団体の
増加に伴い、他施設も含めて休日の開催日が確保
しづらくなっている状況があることから、引き続き、
施設の目的に沿った利用日程の確保できるとよ
い。

【平等な利用の確保】
・施設設置の趣旨に沿った優先順位があるものの、
行事間の調整が行われ、他の興行も可能な範囲で
利用されているほか、個人利用については適宜利
用がなされており、平等が確保されている。また、
頻回の利用者を想定した回数券制度もとられるな
ど、利用しやすい取り組みがなされている。

・部活動等を中心とした集中的な需要について十分
に配慮されながら、市民に対する平等な利用の確
保に努めているものと評価できる。

・引き続き利用者の目線に立った取り組みの継続、
取り組みの向上をお願いしたい。

指定管理者 所管課
第三者評価における指摘・意見等

・指定管理者は施設の設置目的に沿った適
切な管理運営に当たっています。引き続
き、適切な管理運営に努めるよう、指導、助
言を行っていきます。

・部活動の地域移行については、武道競技
の振興や競技人口獲得の観点からも、重
要なものであると捉え、教育委員会と連携
しながら必要な検討をしてまいります。

利用者の意見・要望を積極的に取り入れ、利用者
サービスの向上、自主事業の取組強化が認められ
る。利用料金収入が予算額には届かない中で、施設
管理のノウハウを生かした空調管理の工夫等により
支出の削減に努めるなどし、適正な管理運営が行わ
れていると認められる。

A

開館以来、年々利用料収入が増えているものの、大規模イベントな
どの受入れが思う様に進まず当初の計画には届いていないが、個
人利用や団体利用の増加、自主事業収入も大幅に増加しており、仕
様書に沿った適切な施設管理・運営を行っている。

施設の管理運
営の課題

・当初開館にあわせ整備されるはずだった施設アクセス道路
がいまだ未整備のため、大型車両の進入が困難であることお
よび交通渋滞を引き起こしやすい状況となっている。
・興行イベント誘致
・駐車場不足（臨時駐車場が施設と離れているため特に高齢
者などは案内しにくく、駒場公園などの他施設に駐車する車
両も多数ある）

・佐久市の施設へのアクセス道路設置計画が滞っていること
から、引き続き佐久市へ早期の実現を求めている。
・駐車場については、臨時駐車場や周辺施設の駐車場の活
用、主催者によるシャトルバスの運行等、様々な方法の検
討・工夫により、引き続き対応をお願いしたい。

指　定　管　理　者 所　　　管　　　課

総合評価
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・引き続き、指定管理者と協力しながら、よ
り利用しやすく、より良い施設となるよう努
めてまいります。

まだまだ、施設そのものの存在を広く周知
する必要があると同時に、誰もが気軽に立
ち寄ることができ、より価値ある施設として
認識されるよう、時代のニーズを反映した
サービス向上策の実施に努めています。

・料金体系や多目的に選ばれる施設等の
検討を通して、指定管理者と協力して、より
一層の利用者サービスの向上を図ってまい
ります。

エクササイズ教室の実施については、施設
利用機会の創出や空き施設の有効利用と
いう観点から、さらなる利用促進および新規
需要の掘り起こしに努めています。
特に武道関係の教室参加者を増加させるこ
とは、そのまま武道の普及に直結すること
から、より広く実施されるよう取り組んでま
いります。
物販についても、需要に応じて長野県や佐
久市の地元産品や授産品、武道館オリジナ
ル商品の販売品目増加について検討して
まいります。

・引き続き利用者のニーズが満たされるよう
な効果的な自主事業の実施を引き続きお
願いしてまいります。

人件費が高騰している中で、管理運営上必
要人員の確保と人件費の圧縮に取り組ん
でおり、今後も利用状況を考慮したうえで管
理運営に支障のない適正な人員配置を進
めるとともに、大規模イベント時等の臨機応
変な対応が可能な体制を整えてまいりま
す。

指定管理者は人員の配置等にメリハリをつ
け、円滑な管理運営を行いつつ、人件費の
圧縮にも取り組んでいます。引き続き、適切
な職員・管理体制に努めるよう、指導、助言
を行っていきます。

【総合評価】
・より一層の周知・利用促進に努めていただきた
い。

・自主事業については採算も重要ではあるものの、
この施設をより多くの方に活用してもらうための
様々な取り組みに注力しており、その積極的な姿勢
がとても評価できる。

・現在の取り組みをもとに、利用しやすく、より良い
武道館にするための取り組みをお願いする。

武道館としての利用目的を重視しつつも、
イベントや興行など収入増加となる行事
や、合宿利用の誘致活動にも、引き続き、
積極的に取り組んでまいります。

【利用者サービス向上の取組】
・キッズスペースも充実し雨天時も楽しめるような道
具が設置されており、ピクトグラムの利用など、
様々な人が利用しやすい状態に整えられている。

・キッチンカー等の物販単体での使用料金の基準
があれば、出店者が増え、利用者サービスの向上
に繋がるのではないか。

・利用者のニーズを考慮した物販や近隣住民の利
用ニーズの掘り起こしにも具体的アクションをもって
取り組みがみられる。

・減免措置の拡大をお願いし、様々な人が利用しや
すい条件整備をお願いしたい。

【自主事業】
・ラウンドトレーニングの設置で近隣住民が気軽に
施設を利用できるように整備されている。利用料も
低額なので、周知によって利用促進を図りたい。ま
た、地元の物産の販売もなされており、遠方から当
該施設を訪れる利用者はお土産も購入できとても
よい。需要に応じての判断にはなると思うが、取扱
い品数や種類が増えていくとさらによくなるのでは
ないか。

・利用需要とのバランスも考えながらも興行需要の
掘り起こしについてもよく検討をされ、またそのため
の具体的なアクションをされていることがうかがえ
る。

・武道関係の教室開催やスポーツイベントの開催
は、競技者数の増加に重要な取組みであり、有意
義であると感じる。また、小さなお子さんに武道競
技を始めてもらうには、保護者へのアピールも方法
のひとつであると考えられるので、利用者の増加・
競技層の獲得、双方の取組みとして実施していくと
よい。

【職員・管理体制】
・職員に対して各種研修を実施したり、人手が不足
する場合には市内の他施設から職員を融通するな
ど円滑な管理がなされている。

・指定管理者社内での連携をうまく活用しながら大
変効率的に運営されている。

・大型イベント時等、適切な人員の配置により、安
全・安心が確保されるようお願いしたい。

【収支状況】
・コロナ禍や光熱費価格高騰の影響が大きいところ
であるが、コスト抑制に努められている。
地元住民でも施設の存在を知らない人が一定数い
ることから、施設の周知を行って利用を促進し、収
入を伸ばしてほしい。
・コロナ等の外部環境要因を大きく受けてきたが、
徐々に収支状況が回復していることが伺える。今後
の収支改善に期待する。
・収支改善のための経費削減を検討のうえ、管理
運営がなされている。引き続き、利用者への還元等
へ繋げていただきたい。

自治体の広報誌やSNS、広告の掲載、チラ
シの折り込み、近隣への回覧板など複数の
手段を用いて施設の周知を図ってまいりま
す。
令和4年度はコロナ禍の影響で利用が減少
した分、冷暖房費の削減にもつながった一
面もあるが、機械設備の運転方法の見直し
や空調温度設定の見直し、不要な照明の
消灯などによる光熱費の削減および、人員
配置の見直しによる人
件費削減についても継続して取り組んでま
いります。

・コロナ禍の影響もあり利用料収入が伸び
悩む中で、光熱費等の削減によるコスト抑
制に努めているほか、自主事業による収入
は堅調に増加しています。

・指定管理者として適切に予算を執行して
いるか、毎月の月次検査や事業完了検査
を通じて確認してまいります。
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